
2017年12月・2018年1月

しょめい ちょしゃ しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう ないよう

うちのいぬ
ヘレン・オクセンバリー／作・絵

谷川　俊太郎／訳 岩崎書店 Sｴﾎﾝ

　まいにちのさんぽがたのしみなうちのいぬ。いやなにおいのいけをみつ
けてとびこんだ。「くさいぞー！おまえ」こんどはどろまみれ。おふろにい
れなきゃ。しっかりおさえてとびださないように。「はやく！タオルはどこ？」
いえじゅうおっかけまわしてやっとつかまえた。「もういっぺんさんぽさせて
かわかさなきゃ」

ブルくんとかなちゃん ふくざわ　ゆみこ／作 福音館書店 Sｴﾎﾝ

　いぬのぶるくんは、かなちゃんとともだちになりたいとおもっています。
かなちゃんのかおをペロリとなめたら「うわわわぉーん！」、いっしょにおう
たをうたってみたら「わぁーん！うえーん！」とないてしまいました。きらわ
れているのかな。ぶるくんは、いぬごやからでてこなくなりました。すると、
かなちゃんがそっとちかづいてきましたよ。

韓国のむかしばなし
いぬとねこ

ソ・ジョンオ／再話
シン・ミンジェ／絵
おおたけ　きよみ／訳

光村教育図書 ｴﾎﾝ/ｼ

　むかしむかし、いぬとねことくらしているおばあさんが、かわべでりょうし
からすっぽんをたすけました。おれいにりゅうぐうでもてなされ、おみやげ
にまほうのたまをもらいます。あるばん、よくばりばあさんに、にせものと
すりかえられてしまいます。いぬとねこはちからをあわせて、おばあさん
のために、まほうのたまをとりかえしにいくことにしました。

バルト
―氷の海を生きぬいた犬―

モニカ・カルネシ／作・絵
中井　貴惠／訳 徳間書店 ｴﾎﾝ/ｶ

　たくさんの氷がポーランドのビスワ川にうかび、バルト海へながれていき
ます。そんなさむいある日、こどもたちが、川をながれていく氷のうえに犬
がのっているのをみつけました。しょうぼうしが犬をたすけようとしますが、
川のながれがはやすぎて、たすけることができません。とうとう犬はバルト
海までながされてしまいました。

タラとベラ
―なかよしになったゾウとイヌ―

キャロル・バックレー／文・写真
小錦　八十吉／翻訳

産業編集センター ｴﾎﾝ/ﾊ

　タラは「大草原の小さな家」というテレビにも出ていたせかいじゅうで人
気のぞうでした。２０年がんばったタラはだいしぜんにかこまれた「ぞうの
ほごく」にいくことになりました。ある朝、タラの足元にのら犬のベラがねて
います。タラとベラは友だちになりいつもいっしょにいました。ある日ベラ
がおおけがをしてしまいます。

たれ耳おおかみのジョン
きむら　ゆういち／作
高畠　那生／絵 主婦の友社 9-0／ｷﾑ

　ざっ種のジョンは３カ月前、パパ、ママ、そして８才のタクちゃんとピク
ニックへ行った。その時、山の中でみんなとはぐれ、道に迷ったジョンの前
にあらわれたのは、おおかみだった。帰り道を教えてくれたおおかみにあ
こがれるようになったジョンは、タクちゃんたちが引っこしのじゅんびをして
いる間に別れを決心し家を出た。
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だれも知らない
犬たちのおはなし

エミリー・ロッダ／作
さくま　ゆみこ／訳
山西　ゲンイチ／絵

あすなろ書房 9-0／ﾛﾂ

　ドラン通りに暮らす、バーニー、ジーナ、マックス１号、マックス２号、スク
ラッフィ、とメイビスの６ぴきの犬のおはなしです。ただ、メイビスは自分を
犬だと思っているヤギなのです。犬たちは、毎日集まっておしゃべりをした
り、お気に入りのテレビを見ます。そんな仲間たちのもとに、異星人が来
るというちょっと変わった事件が次々におこります。

ベッツィ・メイとこいぬ
イーニッド・ブライトン／作
ジョージ・Ｇ・トーマス／絵

小宮　由／訳
岩崎書店 9-0／ﾌﾗ

　こいぬが大すきなベッツィ・メイは六さいのたんじょう日におばさんの農
場で、白と茶色のこいぬをみつけます。ベッツィ・メイはこのこいぬがすき
になりました。はしりまわるこいぬのあとをおっかけているうちに、森でま
いごになってしまいます。べッツイ・メィをさいしょにみつけてくれたのはだ
れでしょう。

消えた犬と野原の魔法
フィリッパ・ピアス／作
ヘレン・クレイグ／絵
さくま　ゆみこ／訳

徳間書店 933／ﾋｱ

　ティルはかなしい気もちをかかえて、ねむりにつきました。翌朝、目をさ
ましたときもかなしい気もちのままでした。飼い犬のベスが昨日から行方
不明になっているからです。ベスをさがしに家の外にでてみたところ、庭
の木戸のところに、きみょうなおじいさんがいました。そのおじいさんは一
緒にベスを探してくれるというのです。

警察犬になったアンズ
―命を救われたトイプードルのはなし―

鈴木　博房／作 岩崎書店 317

　アンズは、動物指導センターに持ち込まれたトイプードルです。作者の
鈴木さんに出会って命を救われます。鈴木さんは警察犬指導士だったの
で、アンズにも警察犬になるための訓練を始めました。その頃はまだ、小
型犬が警察犬になれるとは誰も思っていませんでした。震えていた子犬
が、どんどん強くなって成長していくお話です。

ぼくんちのゴリ 笠野　裕一／さく 福音館書店 489.5

　ぼくんちにはゴリというなまえのいぬがいる。ゴリのことならなんでもしっ
てるよ。としは５さいでオス。けのいろはちゃいろ。あるくときは４ほんあ
し。はは、ぎざぎざ。ゴリのみみやしっぽのうごきかたで、ぼくはゴリのお
もっていることがわかるんだ。ゴリとぼくは、なかよしさ。みんなにもゴリの
ことおしえてあげるね。

くらべてわかる！イヌとネコ
浜田　一男／写真
大野　瑞絵／著
林　良博／監修

岩崎書店 645

　よく見かける身近なペットのイヌとネコ。どちらがすき？この本には、イヌ
とネコの祖先や人との関わりの歴史が書かれているよ。とがった歯やま
んまるの目、かわいい肉球のひみつも写真でよくわかるよ。習性をいかし
た「盲導犬」「セラピー猫」など人と関わる仕事もしているイヌやネコ。ひみ
つを知ってもう一度よく見てみましょう。


